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を持った頃、 「人口急増と成長に関する低水準均衡の罠」―経済成長の成果が人口増加によって相殺され、一人当たりの所得が低水準に抑えられてしまう状態 への着目がインド 問題への関心を深めることになった。この貧困と人口急増の悪循環 いかに解消するか における積年の政策課題であり、開発途上国 なかでもいち早く人口増加抑制政策が導入された。政策導入か 半世紀を経て、人口転換の進行にともなう人口構造の変化により新局面が展開されている。国内には依然として様々な格差を抱えてはいるものの、貧困 悪循環を引き起こす要因であった人口は、豊富な労働力と消費市場として注目されてきている。　
インドの統計データは実に多い。インド統計





























一九四九年であ 。ＮＳＳによる人口関連調査の開始は一九五一年であるが、調査の実施日が不定期であり、統計利用上に問題を残していた。これを補完するため一九六四年からＳＲＳが実施され、現在も主要な人口動態統計となっている。死亡統計に関しては標本 なら に保健局による刊行物がある。一九五二年から実








実に多く存在しており、刊行された統計から連続性と整合性を見出しながら分析するには、これらのコレクションが網羅さ 必要がる。アジア経済研究所の図書館ではこれらの計書が開架式で閲覧できる。近年のデータにしてはセンサス、ＳＲＳおよびＤＨＳはインターネットを通して入手可能であ が、時系列、州あるいは県別データとなると統計 で確認しながらの作業となる。ほぼ調査項目を決めて図書館を利用する 、片道二時間を超える道のりなので必要な統計資料を検索し、コピー箇所を決め、スタッフコピー お願いし、郵送して戴く場合が多い。時間を節約する意味でもスタッフの方たちの手を煩わせ しまっているが、いつも丁寧な対応 して戴き感謝しております。統計書以外では新着ＳＤＩサービスが役立っている。地域・分野等を登録するとマッチングする新着資料情報がメールで送られてくる。自分自身の目が届く範囲 限定的なので、新しい研究動向を知 上で 大切 情報源となって る。必要な文献に関しては図書館相互サービスにより文献複写が可能である。（にしかわ
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